
　国登録有形文化財「島家住宅」敷地内の圃場におい
て、「初音」の収穫が行われました。「初音」は、水戸
藩藩主徳川光圀が愛飲し名付けたとされ、平成26年
度からＪＡ水戸古内茶生産組合が主体となり、復活
に取り組んでいます。今回収穫を迎えた「初音」は、
清音寺に残る母木から採取・育成した苗木を平成29
年４月に定植したものです。
　生産者のみなさんなど関係者およそ30名が手作業
で丁寧に新芽を摘み、１時間ほどで約６kgの茶葉が
収穫できました。

徳川光圀が愛した幻のお茶
「初音」の収穫が行われました

　モンゴル茨城友好協会日本側代表の杉山 清さん
（写真左から２番目）が、「古内茶」でペットボトル飲
料を製造するプロジェクトをモンゴルで実施するた
め、試験的に６㎏の「古内茶」を輸出することとなり
ました。
　杉山さんは「茨城県三大銘茶の『古内茶』をこの機
会にぜひ海外の方に知ってもらいたい」、大坪 薫古
内茶生産組合長（写真右から２番目）は「このプロジ
ェクトが成功すれば、売り先のひとつとなり、大変
ありがたい」と話されました。

銘茶「古内茶」を世界へ
試験的にモンゴルへ輸出

　５月５日（金）に水戸市偕楽園に隣接する常磐神社
を会場として開催された「第９回 月の祭 八十八夜
～初音～」にて、町の特産品である古内茶や、かつ
どらなどを販売しました。開催にあたり、主催者で
ある未来塾水戸の山中 芳博代表（写真左）が町役場
を訪れ、「地域の活性化に繋げるため協賛団体の輪
を広げ、来年の10回目の開催に向けて弾みをつけた
い」と祭りへの意気込みを話されました。
　当日は天候にも恵まれ、多くの来場者へ町をＰＲ
することができました。

夏も近づく八十八夜
「月の祭」開催を報告

　徳蔵地区にある徳蔵寺において、県指定有形文化
財である「木造弘法大師像」の開帳が行われました。
一般の参拝者を対象にしての開帳は、1984年以来
となりました。
　空海の生誕1250年に当たる今年、多くの参拝者
や総代会の方々が見守るなか、穏やかな表情の弘法
大師像を観覧することができました。
　新緑の青もみじが美しい境内では、護摩祈祷が行
われたり、飲食物の露店が出店されたりと、賑わい
を見せていました。

徳蔵大師
39年ぶりの一般公開



「グラウンド無料開放」実施中
　アツマーレでは、天然芝のグラウンドで楽しく遊んでいただけるよう、グラウンドの一部を無料開放
エリアとして開放しています。友人や家族と一緒に、ぜひお越しください。

常北中学校体育館・常北公民館体育室

▲女子：優　勝　常北中学校▲男子：優　勝　常北中学校

　近隣の男女各８校が参加して、「しろさとスポー
ツフェス'23 中学バスケットボール大会」が開催さ
れました。日頃の練習の成果を発揮し、男女とも
に常北中学校が優勝に輝きました。

問合せ　七会町民センター　☎0296－88－3111

「グラウンド無料開放」実施中

無料開放日
右記の二次元コードまたは町ホーム
ページよりご確認ください。

※無料開放はグラウンドの状況などにより、中止
　となる場合があります。　
※グラウンド養生期間中は、無料開放するエリア
　が入れ替わる場合があります。

アツマーレ  無料開放 検索

しろさとスポーツフェス'23
中学バスケットボール大会


